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I. 背景 これまでの研究の蓄積や規格、研究の目的

III. 研究開発 実施内容および調査結果

IV. 得られる結果の目論見

図2 評価結果 (S1:職員 S2:短期研究員)

図5 評価可能になる視環境設計の技術事例図3全方位測光色測定

• 災害対策:オフィスの多様な滞在機会の需要が諸外国で高まり設計の上流から視環境の検討が必要1) 。
• 技術開発需要:仮想現実は出力以前に調整時間や知識が必要で基本設計で利用は一般的ではない。

• 規格不足:ヘッドマウントディスプレイ型仮想現実において国際規格や標準利用手順はまだ無い。
• 諸外国のオフィス光・視環境を評価可能とするHMD型仮想現実の導入方法を検討。

表1 光・視環境/人間工学分野におけるVR提示対策の整理

対策の方法 評価できる条件と課題

①
物理量を実空間と
一致させる

空間輝度の提示デバイスの有効出力範囲に収まる
組み合わせで正確な輝度を提示する方法。日射で
明るい部分や陰で暗い部分は正確に提示できない。

②
視覚機能領域
毎のマッピング

視覚機能ごとの領域分けし輝度マッピングする方法。
目で見た状態に近い状態で評価できるが、輝度範囲
が異なる空間では評価の比較ができない。

③
明るさ一致を
確認しない

空間のCADモデルをそのまま使う方法。奥行きや臨
場感があるが明るさは実空間と一致しないので視環
境を正確に評価できない。(一般に用いられる手法)

II. 光・視環境の仮想現実対策
• 光環境/人間工学分野の技術

対策(表1)では、施工前の提示

空間は評価できない。

図1 HMD型VRシステム4)評価の様子
(a. iphone 14pro, b. Urgod goggle)

• 災害後のオフィス1~3)視環
境評価用HMD型VRシス

テム4)（①輝度一致、図1）
を改良。

• 2023年6月~9月の国外

実測調査において作業空
間21件の全方位測光色

データを取得し、8空間を
10~20パタンに擬似的に
調光し、VR提示（図3, 4）。

• 多国籍被験者13人（S1：
フルタイム5、S2：客員研

究員8）の調光、属性、評
価の関係を示した。（図2）
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HMDを用いた評価のISO化、評価可能となる条件例（図5）

業務継続性 読書作業効率 パソコン作業効率 空間の快適性

a. 大きな開口部、
b. 柔軟なレイアウト

c.無窓・自然光のみ等の思い切った設計・省エネ対策

図4 実測作業スペース例


